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ているが,こ の方法にはシス トになったアメーバー等が探出できないとい う欠点のあることを,
まず明らかに した。こうして,シ ス トになる以前にこれらの原生動物の存在を確認するため,き






細胞をどのように捕食す るかとい うモデル実験を採用 した。その結果,この原生動物は,2.5マイ
クロ・メー トル程度の直径をもつ孔げ きより大 きい空間に住む細菌をもっぱら捕食することが示
された。これより小さい孔げき中へは,こ の原生動物が侵入 しえないためだ と考えられる。又,
大きい孔げき中の原生動物の行動は水分量に依存 していた。
第3章 では,こ れら原生動物の活動がネマ トーダによって大きく影響をうけることを証明 した。
以上の研究結果は,土 壌中の原生動物の活動に対する新 しい知見をもたらすもので,農学博士
の学位に価するものと考えられる。
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